
 

愛媛大学東アジア古代鉄研究センタの村上恭通教授が推進する国際連携プロジェクト「鉄の起源・ユーラシア大陸鉄東

遷の道探求」の研究成果を中心に制作されたNHK映像記録番組。たたら製鉄の源流 鉄の東遷と東アジアから日本へ

の伝来の状況を理解する貴重な映像資。 私にとっては Home page 開設当初からのライフワーク「日本の源流 和

鉄の道・Iron Road」ならびに約10年にわたり、毎年開催されてきた愛媛大学の国際連携プロジェクトの成果報告を

兼ねた国際シンポに参加聴講させていただいた記録全体像の理解をチェックできたうれしいまとめ映像資料。  

「鉄」の歴史や社会に果たしてきた役割を理解する好番組。貴重な画像が随所にあり、「 アイアンロード～知られざる

文明の道～」の視聴映像から 理解を深める私的画像資料として 取りまとめ私蔵しておきたくて作成。  

また、この番組のベースになった愛媛大村上恭通教授らの研究「鉄の起源・メタルロードの探求プロジェクト」報告国

際シンポ受講のスライドメモからコメントなどを少し追記して取りまとめました。 

私の私蔵資料 取扱いご留意ください。 

鉄は新しい時代 新しい時代の社会の成立にとって 非常に重要なアイテム  

鉄のイノベーションが新しい社会・時代を作ってきた  

------- 知られざる文明の道 アイアンロード  愛媛大教授村上恭通 
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鉄のユーラシア大陸東遷 草原の道 東アジアで そして日本で

 

西アジアから東へ 鉄のユーラシア大陸東遷の道 

ユーラシア大陸の森林限界の山裾を結ぶ草原は今までほとんど注

目されなかった遊牧民の世界。最近の発掘調査研究プロジェクト

から、この遊牧民の世界に鉄文化が花開き、鉄の伝播ユーラシア

大陸・東遷に重要な役割を演じていたことが明らかになってきた。 

ユーラシア大陸の中央草原 遊牧民が暮らす世界。  

この草原地帯に想像すらできなかった数々の鉄文化の痕跡がうず

もれていた。鉄のユーラシア大陸東遷の道が今ベールを脱ぎ始め

た。 

人工鉄の誕生は西アジア。その鉄を独り占めしたヒッタイト。 

ヒッタイトの滅亡から、鉄のユーラシア大陸東遷が始まった。 

スタートはコーカサス山脈を北に越えたカスピ海北岸 ヨーロッ

パとアジアの境 北のウラル山脈から流れ込むウラル川を越える

とアジアである。東に森林限界に沿って東に延びる広大な草原地

帯が広がる西端で、そこには遊牧民スキタイが暮らす。 

アジアとヨーロッパそしてユーラシアを東西に結ぶ交通の十字路

でもある。 

西アジアから伝播してきた鉄を手にしたスキタイは馬を制御する

のに必須の強く扱いやすい鉄製の馬具「はみ」を作り出し、馬を

自由に操り、草原を駆け巡り周辺を圧する。 

この鉄の「はみ」誕生は騎馬による移動革命を巻き起こし、ヨー

ロッパからアジアの民族大移動の波を引き起こしつつ、鉄文化を

広範な領域に伝播させていく。 

そんな中で草原地帯に暮らす遊牧民たちによって鉄はユーラシア

大陸中央草原を東へ東へと伝播し、東アジアへ。 

 

ユーラシア大陸の東西を結ぶ草原の道に鉄の痕跡をたどる

と数々の鉄遺物や鉄文化の痕跡が点々とつながって 鉄の

道は東アジアに到達する。 

東アジア 南に中国は漢 北に匈奴・モンゴル。 鉄はこの東アジアでもまた、新しい展開を見せ、世

界を大きく変えてゆく。モンゴル匈奴と中国漢とが「鉄のイノベーション」戦争を巻き起こしつつ、対

抗して戦争が続く中、鉄を広くいきわたらせて、それぞれの社会・国を大きく変えてゆく。 

そして 中国から日本へと鉄の道は東アジアを大きく変貌させてゆく。 



  鉄のユーラシア大陸東遷の道 東アジアで     

鉄のイノベーションがもたらす新しい社会・時代 

 

強大な鉄の軍事帝国の出現と戦争 東アジアで鉄の道は二つに分岐する。それには中国と匈奴の長い戦争と両国そ

れぞれの鉄のイノベーション戦争を繰り広げつつ、独自の道をたどる。 

 匈奴の鉄のイノベーション 

鉄を産しない匈奴は周辺の鉄山から安定に鉄鉱石を確保し、国内に大製鉄所・鉄器工場を作り、品質の高い鉄素

材(強靭な塊錬鉄)の量産に成功。 強靭で扱いやすい大型鏃などの武器・馬具等の量産で、強力な騎馬軍団を作り

上げ、遊牧民の国を鉄の大軍事国家にし、中国と対抗した。 

この匈奴のイノベーションした低温製錬塊錬鉄製錬法はさらに東へ東遷し、シベリアへ。 

 

中国・漢の鉄のイノベーション 

紀元前9 世紀ごろには既に西南シルクロードから低温塊錬鉄製錬法が中国には伝わっており、すでに鉄の大国で

あった中国は紀元前 4 世紀頃には巨大な製鉄炉(高炉)による高温溶融製錬で大量の鉄を国内にいきわたらせ、国

土改良等農業改革を成し遂げ、東アジアの雄に。 

この高炉で作る鉄(鋳銑鉄)は炭素量が高く、硬くて脆い欠点があった。その欠点は特に薄くて強いことが必要な武

器に如実に表れ、北の強国に成長した匈奴が手にする強靭な武器には対抗できず、悩ませられ続けた。脆い鉄を

強靭な鋼に変える炒鋼法を発明し、強靭な大型武器でようやく対抗できるようになる。 



上記した高炉で量産する高温溶融製錬法ならびに出来た鋳銑鉄を高靭な鋼に変える炒鋼法のプロセスは現代の製

鉄法 製銑・製鋼法の源流である。 

この2プロセスで強靭な鉄を作る方法は中国から朝鮮半島を経て日本に伝わる。 

東アジアでの匈奴と漢の対峙そして鉄のイノベーション戦争があって、東アジアに鉄の時代が開けたといえる。 

 

 



 

「鉄と米」 互いに足りないものを補いあってきたという朝鮮半島と日本の関係 

          今も続き、日韓交流は「鉄と米」の交換から始まったのかもしれない 

 

 



ご参考になれば  

 

Home page 開設当初からのライフワーク「日本の源流 和鉄の道・Iron Road」 

ほぼ 1本の道として 全体像の理解を助ける資料になりました。 

私にとってはうれしい映像まとめでした。 

また、気になっていた炒鋼法の具体的な操業プロセスの画像がみられ納得。 

朝鮮半島の鉄素材と交換された日本側の交易品については色々調べたこともありますが、 

今回その一番が「米」。これにも目がウロコ。 

また、古代の中国・朝鮮半島の交流・交易を見る場合 いつも大和・日本の国造りが前面に出されて記述される

ことが多いのですが、今回の視点は考古学的遺物 そして人・モノがどのように動いたかを考える視点で構成さ

れているのも新鮮でした。。 

たたら製鉄の源流「鉄のユーラシア大陸東遷・アイアンロード」 

NHK番組から興味ある画像を切取り、愛媛大国際シンポで受講した事項等も含めコメント等を付加してスライ

ドにした私の私蔵記録。取り扱いご留意を。 

切取り画像を4:3スライドに収まるよう修正しています。画像の縦横の縮尺がオリジナルと多少異なっています     

作成 2020.7.1.  Mutsu Nakanishi 

 

 

今回視聴記録を作成したNHK番組「アイアンロード・知られざる文明の道」  

私のライフワーク 和鉄の道・Iron Road 日本の源流・たたら製鉄につながる番組    

その骨子となった愛媛大学村上恭通教授らの鉄の起源・メタルロードの探求プロジェクト。  

2009-2019年毎年開催された成果報告会を兼ねた国際シンポを聴講させていただき、 

下記私の私的聴講メモに 整理しました。本資料と合わせご覧ください。  

1. 電子Book Eurasia Iron Road  2020.4.1.   

  愛媛大東アジア古代鉄文化センター国際シンポ 聴講記録集成   2009～2019    

   「鉄の起源・ユーラシア大陸の東西を結ぶ金属器&鉄文化東遷の道」探求  

     たたらの源流 「鉄の起源 & ユーラシア大陸東遷の道」探究          

  https://www.infokkkna.com/ironroad/2020htm/iron16/2004Eurasiaironroad00.htm  

2.【和鉄の道・Iron Road】Since 1999  home page by Mutsu Nakanishi .   

 『和鉄の道 たたら探訪』Iron Road・『風来坊』Country Walk・『四季折々』From Kobe.  

  https://www.asahi-net.or.jp/~zp4m-nkns/  

 ライフワーク 和鉄の道 たたら製鉄関連遺跡など勝手気ままに訪ねた風来坊の記録や  

 四季折々の季節の便りなどを掲載しています。 

https://www.infokkkna.com/ironroad/2020htm/iron16/2004Eurasiaironroad00.htm
https://www.asahi-net.or.jp/~zp4m-nkns/







































